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鷹島町住民の健康調査

健康指標の地域・年齢および生活行動特性一一—

吉川和利＊川崎晃一＊萩原 仁＊＊

松 本 寿 吉 ＊

Health Investigation on Residents in Takashima 

- Chracteristics of Region, Age and Mode of Life on Health Indices 

Kazutoshi KIKKA WA*, Terukazu KAWASAKI*, Hitoshi HAGIW ARA**, 

Jukichi MATSUMOTO* 

I • はじめに

鷹島町は海からの遠近度，交通手段，職業別就業者

数｀学校や公共機関との距離などによって町内にまた

地域特性があり，これは住民の生活構造や時間とは無

関係でなく，同時にこれらが相侯って種々の心身の状

況や病態とも関連していると考えられる。若年層の島

外への転出等による過疎化と高齢化社会への移行は労

働生活，構造さらには住民の種々の生活意識に少なか

らぬ影響を与えているとみなすこともできよう 10¥

本稿では，鷹島町の老・壮年群についての生活構

造・時間の特性，食事・休養・労働・運動の概要を明

らかにするとともに，重要な身体の健康指標である血

圧値，体格測定値の地域的特性，年齢変化などを分析

し，離島における住民の身体特性について明らかにす

ることを目的としたものである。

したがって，当初は住民 3,558名のうち 40歳以上

の住民の悉皆調査を予定したが，測定・調査が多岐に

わたったこと，留め置き法による回収率が低かったこ

となどの理由により 40歳（昭和 59年4月に 40歳と

なる者を含む）以上の母集団 (1,715名）についての

準悉皆調査と考えておきたい。

11 • 対象ならぴに方法

1) 分析の対象者：本報で報告する地域別，年齢区

分別，性別の対象者は表 1のようになる。即ち男子全

体で 645名，女子全体で 897名の総計 1,542名につい

て分析する。

地区数は計 12にのぼるが， 30歳代， 80歳代では対

象者数がゼロとなる地区もある。

2) 測定徴標：① 体格：身長，体重については

一般的な方法で町立診療所において保健婦・看護婦が

測定した。また体充実度指数 (Quetelet指数， Body

Mass Index, BMI)を算出した。② 血圧：昭和 59

年 1月から約 3か月の間に随時血圧（収縮期および拡

張期）を 3回水銀血圧計により，保健婦が測定した。

また収縮期血圧と拡張期血圧の差，脈圧を算出した。

③ 健康度調査：福岡県商工会門こよる質問紙を用

い，身体の状況および心理的状況の回答結果それぞれ

を総和し「からだ」の健康指数，「こころ」の健康指

数として測度化した。

3) 生活行動についての調査：質問紙の留置き調査

法により，食生活• 生活時間・労働の構造等々につい

て調査を行った。

4) データ整理：データは磁気テープから大型コン

ピュータの大記憶に入力し，九州大学大型計算機セン

ターにおいてプログラムパッケージ (SPSS)を利用

して分析した。

* Institute of Health Science, Kyushu University 11. Kasuga 816, Japan 
""* Takashima-cho Clinic. Kitamatsuura-gun, 859-43, Japan. 
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表ー 1 地域別・年齢別区分別の対象者数

年令区分

地 域＼

阿

神

原

里

黒

中

日

三

石

計

~ 
Ill • 結，果と考察

1. 地域特性について

体格，血圧，健康度指数の地域特性を探るために，

12の地区を要因として各測定値について一元配置の

分散分析 (ONEWAYANALYSISOFVARIANCE, 

ANOVA) を行った。またこの場合の F値が有意で

ある (P<0.05)場合に群間における有意差検定を

行った。これは Duncan'smultiple・range test (多重

範囲検定）によるものである。

以下いずれも数値の小なるものから昇順に地区別に

並べたものを表ー 2•A, B........,, 表ー10•A, Bとして男

女別に示す。分散分析の自由度は群間が 11, 個体間

がほぼ男子 633,女子 885となっている。

i)体格について

身長（表ー 2•A, B) は男子では平均 160.30cm, 

標準偏差 (SD)6.48 cmが全体について得られ，女

子 で は 147.92士6.01cmとなった。男子の F値は

1.69, 女子では 1.69となり”，いずれも地区間には有

意な差は認められなかった。 ‘ 

体重（表ー 3• A, B) は男子 59.16士8.84kg, 女

子 51.16士8.04kgとなり， ANOVAの結果，女子で

は地区間差は認められず，男子では地区間差が有意と

なった (P<0.05)。日比地区が 55.93kgであるのに

対し，最大値を示す殿ノ浦地区 64.36kgとなり，

8.43 kgの平均値の差が得られている。

体充実度は体重(kg)/身長(cm)x 100で得られる

が，男子では F=2.577(P<0.01)で有意となり，

女子では地区間差は有意とならなかった（表ー 4•A,

B)。

一般的に体充実度は栄養摂取量と作業量の関数とみ

なしてよいものであろうが，男子について地区間差が

顕著であったことは興味深く，里地区 21.81,殿ノ浦

地区 24.57と2.76の指数差が得られた。体充実度が
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表ー 2•A (男子身長）

Group Mean SD Duncan's Test Group 

神 崎 158.09 6.11 日比

石川 159.23 6.39 里

日比 159.50 5.36 神崎

船唐津 159.54 5.94 船唐津

阿 翁 159.74 6.86 阿翁浦

三里 159.94 7.53 三 里

阿翁浦 160.22 6.29 中通

里 161.14 6.25 阿翁

黒島 161.24 5.89 原

殿ノ浦 161.54 7.04 石川

中通 161.69 6.56 黒 島

原 162.47 7.05 殿ノ浦

全体 160.30 6.48 全体

F=Ll4 N. S. 

表ー 2・B (女子身長）

Group Mean SD Duncan's Test Group 

原 145.96 6.05 原

三里 146.33 5.21 三里

神崎 146.43 5.46 神崎

日比 146.93 5.98 黒島

黒島 147.21 6.70 里

船津浦 147.49 6.67 殿ノ浦

阿翁 148.27 6.21 ’” 船唐津

阿翁浦 148.52 5.66 石川

石川 148.82 5.50 阿翁浦

里 149.00 6.24 日比

殿ノ浦 149.33 5.88 阿翁

中通 149.40 6.03 中通

全体 147.92 6.01 全 体

F=l.69 N. S. 

115 

表ー 3•A (男子体重）

Mean SD Duncan's Test 

55.93 6.43 

56.69 7.01 

57.82 7.73 

57.95 8.16 

58.53 8.96 

58.75 8.27 

59.08 8.58 

59.74 10.17 

60.47 8.39 

60.69 8.74 

61.38 8.88 

64.36 10.30 

59.16 8.84 

F = 2. 15 p < . 05 

表ー 3•B (女子体重）

Mean SD Duncan's Test 

48.02 6.18 

49.92 6.58 

50.55 7.83 

50.78 7.74 

50.80 7.85 

50.90 8.25 

51.04 9.41 

51.20 7.53 

51.68 8.50 

51.86 9.11 

52.34 7.54 

52.35 8.61 

51.16 8.04 

F=l.49 N. S. 
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Group 

里

日比

中通

船唐津

阿翁浦

原

三里

神崎

阿翁

黒島

石川

殿ノ浦

全体

Group 

原

殿ノ浦

里

石川

三里

黒島

船唐津

中通

阿翁浦

神崎

阿翁

日比

全体

健 康 科 学

表ー 4•A (男子体充実度）

Mean SD Duncan's Test 

21.81 2.26 

21.96 2.05 

22.56 2.71 

22.72 2.62 

22.76 2.98 

22.88 2.73 

22.98 2.68 

23.09 2.45 

23.39 3.14 

23.53 2.53 

23.88 2.69 

24.57 2.76 

22.99 2.80 

F=Z.577 P< .01 

表ー 4•B (女子体充実度）

Mean SD Duncan's Test 

22.50 2.33 

22.80 3.30 

22.91 3.12 

23.21 3.12 

23.36 2.84 

23.39 3.09 

23.40 3.57 

23.42 3.45 

23.45 3.42 

23.52 2.88 

23.87 3.27 

24.24 3.27 

23.39 3.22 

F=l.016 N. S. 
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Group 

殿ノ浦

原

日比

阿翁浦

里

黒島

中通

阿翁

三里

神崎

石川

船唐津

全体

Group 

殿ノ浦

日比

阿翁浦

里

黒島

神崎

原

石川

中通

三里

阿翁

船唐津

全 体

表ー 5•A (男子収縮期血圧）

Mean SD Duncan's Test 

127.33 17.99 

132.32 17.99 

136.11 26.01 

140.14 24.33 

142.29 30.65 

147.39 29.11 

148.31 25.84 

150.30 26.19 

150.31 26.57 

150.71 31.67 

150.95 26.29 

152.63 27.54 

145.05 27.03 

F=4.085 P< .001 

表ー 5•B (女子収縮期血圧）

Mean SD Duncan's Test 

131.53 25.21 

140.60 23.77 ‘‘ 

140. 78 24.56 

141.09 27.31 

141.55 21.38 

143.19 31.15 

143.42 29.59 

143.84 24.57 

146.16 26.32 

148.21 26.85 

151.01 25.03 

152.92 24.42 

144.56 26.25 

F=3.14 P< .001 
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殿ノ浦

日比

里

原

三里

阿翁浦

石川

黒島

船唐津

中通

神崎

阿 翁

全 体

Group 

殿ノ浦

原

日 比

里

石 川

阿翁浦

黒島

神 崎

中通

三 里

船唐津

阿翁

全体
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表ー 6•A (男子拡張期血圧）

Mean SD Duncan's Test 

74.83 11.23 

78.67 14.09 

79.32 14.01 

81.93 13.02 

82.43 14.69 

85.86 14.34 

86.19 12. 72 

87.08 14.66 

87.18 15.62 

88.41 17.05 

88.73 18.93 

90.87 13.82 

85.57 15.38 

F=4.34 p< .001 

表ー 6•B (女子拡張期血圧）

Mean SD Duncan's Test 

75.59 11.39 

I 80.80 13.28 

82.91 9.04 

83.88 14.46 

83.94 12.11 

84.20 12.99 

84.30 12.52 

85.08 16.65 

85.85 18.07 

86.71 16.31 

87.10 13.03 

88.92 14.72 

84.88 14.63 

F=3.356 P< .001 

Group 

原

殿ノ浦

阿翁浦

日比

阿翁

中通

黒島

神 崎

里

石川

船唐津

三里

全 体

Group 

殿ノ浦

阿翁浦

里

黒島

日比

神崎

石川

中通

三 里

阿翁

原

船唐津

全 体
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表ー 7•A (男子脈圧）

Mean SD Duncan's Test 

50.39 18.13 

52.51 18.97 

54.28 15.94 

57.44 18.00 

54.92 18.80 

59.90 18.41 

60.31 20.10 

61. 98 17.82 

62.96 27.54 

64.76 22.30 

65.45 19.94 

67.88 21.45 

59.47 19.71 

F=3.937 P< .001 

表ー 7•B (女子脈圧）

Mean SD Duncan's Test 

55.94 19.07 

56.58 16.05 

57.21 17.12 

57.26 17.53 

57.70 20.60 

58.10 20.96 

59.90 17.62 

60.31 17.40 

61.50 18.05 

62.38 18.99 

62.62 25.73 

65.82 18.69 

59.71 18. 71 

F=l.993 P< .05 
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表ー 8・A (男子からだ指数） 表ー 9・A (男子 こころ指数）

Group Mean SD Duncan's Test Group Mean SD Duncan's Test 

船唐津 37.28 11.16 里 17.31 4.05 

原 37.69 9.14 石川 17.52 4.33 

阿翁 37.71 8.92 阿翁浦 17.53 4.02 

石川 38.15 9.40 阿翁 17.99 3.58 

阿翁浦 38.81 8.18 神崎 18.02 3.42 

三里 39.05 8.58 殿ノ浦 18.03 2.54 

黒島 39.22 9.17 船唐津 18.22 3.57 

神崎 39.96 7.07 原 18.26 2.58 

里 40.06 7.57 中通 18.46 3.08 

殿ノ浦 40.12 4.82 三里 18.65 3.29 

中通 41.25 4.40 黒島 18.66 3.46 

日比 42.47 4.12 日比 19.27 2.25 

全 体 39.15 8.06 全 体 18.05 3.53 

F=l.392 N. S. F=0.982 N. S. 

表ー 8•B (女子からだ指数） 表ー 9•B (女子 こころ指数）

Group Mean SD Duncan's Test Group Mean SD Duncan's Test 

殿ノ浦 39.84 4.53 石川 16.57 5.32 

阿翁浦 37.51 8.53 中通 17.21 4.56 

里 38.00 9.41 阿翁浦 17.28 4.52 

黒島 38.82 9.05 三里 17.48 4.52 

日比 38.90 5.47 黒 島 17.58 4.47 

神 崎 39.09 5.31 阿翁 17.87 3.89 

石川 37.14 7.68 船唐津 17.94 3.66 

中通 37.14 10.62 里 18.05 3.91 

三里 36.67 8.37 殿ノ浦 18.23 2.32 

原 38.50 9.19 日比 18.45 2.64 

船唐津 37.29 7.72 原 18.70 2.96 

全体 37.79 8.41 神 崎 18.89 3.89 

F=0.807 N. S. 全体 17.74 4.06 

F=l.609 N. S. 
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表ー1O•A (男子総合健康指数）

Group Mean SD Duncan's Test 

船唐津 54.10 16.78 

石川 55.00 14.32 

阿翁 55.24 12.99 

原 55.38 12.98 

阿翁浦 55.96 12.44 

黒島 56.86 14.13 

里 57.36 11.01 

三里 57.39 12.23 

神崎 57.67 10.61 

殿ノ浦 58.15 6.78 

中通 59.72 6.79 

日比 61. 73 5.98 

全 体 56.79 11.96 

F=l.163 N. → s. 

表ー1O•B (女子総合健康指数）

Group Mean SD Duncan's Test 

中通 53.69 15.61 

石川 53.70 12.51 

三里 53.94 13.27 

阿翁浦 54.59 12.87 

船唐津 54.68 11.88 

阿翁 55.01 12.33 

里 55.64 13.54 

黒島 56.10 13.58 

原 56.48 13.39 

日比 57.34 7.13 

神崎 57.98 7.30 

殿ノ浦 58.07 6.10 

全 体 55.23 12.51 

F=0.976 N. S. 

大きい殿ノ浦，石川，黒島はいずれも漁業を主体と

し，石材業を中心とした阿翁地区とともに一群を形成

することになった。 Duncantestの結果， 3群に分割

されることになる。

ii)随時血圧について

随時血圧は水銀血圧計により熟練した鷹島町保健婦

ー名が測定した収縮期，拡張期それぞれの平均値をい

うものであり脈圧は両者間の差をいう。

収縮期血圧 (SBP) は男子，女子ともに地区間差

が有意となり (P<0.05), Duncan testの結果では

男子が 3群に大別でき，女子は 2群に大別できた。表

-5• A, Bにこの結果を示すが，男子では全体の平

均と SDは145.05士27.03, 女子では， 144.56土

26.25mmHgであった。

Duncan testの結果は男子が 3群に，女子が 2群に

なることが示された。男子，女子に共通している点は

殿ノ浦・日比・阿翁浦など漁港をもつ地区において収

縮期血圧が小さいという点である。ただし，同じ漁港

をもつ地区でも船唐津は男女とも地区内で最大の値を

示した。

拡張期血圧 (DBP) は男女とも地区間差が有意

(P<0.01)であり， Duncantestの結果，男女とも

3群に大別できることになった（表ー 6)。男子での

最小値は殿ノ浦地区の 74.83mmHg,最大値は阿翁

地区の 90.87mmHgであり，全体の平均は 85.57,

SD 15. 38 mmHgとなった。女子では男子と同様に殿

ノ浦地区が最小値 (77.59士11.39mmHg) を示し，

阿翁地区が最大値 (88.92士14.72 mmHg) を示した。

特に興味深いのは，拡張期血圧が低いのは殿ノ浦，日

比，原，里，阿翁浦などの地区であり，これは男女の

性差を越えて共通して認められる点である。家族間，

夫婦間の類似度・職業間差など興味深い課題が残され

ることになる。

脈圧については表ー 7• A, Bのような結果が得ら

れた。男子では全体の平均と SDは59.47土19.71

mmHg, 女子では同様に 65.82土18.69mmHgとな

り，男子では P<0.001水準，女子では P<0.05水

準で地区間差が有意となった。

Duncan testによると男子では 3群に大別でき，女

子は 2群に大別できた。脈圧も拡張期血圧と同様に殿

ノ浦・阿翁浦など漁港をもつ地区が小さいが，ただし，

原地区のように男子では値が小さく，女子では大きい

など男女差が顕著である場合や，船唐津のように漁港

を有しながら大きな値を示す地区がある点など一貫し

た傾向は見出せない。

iii)健康度質問票について

健康度質問標は附表のように，「からだ」に関する

もの 16項目，「こころ」に関するもの 7項目からな

り，各項目とも「はい」（あてはまる）を 1'「どちら

ともいえない」を 2'「いいえ」（あてはまらない）を

3として，それらの単純総和を「からだ」，「こころ」

の指数とした。したがって，「からだ」指数の満点は
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48点，「こころ」指数の満点は 21点となり，両者の

総合指数（総合点）は 59点となる。

「からだ」指数は全体が男子で平均 39.15, 標準偏

差 8.06, 女子が 37.79土8.41となった。地区間差は

男女とも有意なものではなく，地域間の男女類似性も

認められない（表ー 8・A, B)。

「こころ」指数は全体で男子 18.05士3.53, 女子

17.74土4.06(平均値士標準偏差）となり，地区間差

は有意なものではない（表ー 9• A, B)。

同様の「総合的健康」指数も男子 56.79士11.96, 

女子 55.23士12.51となり，地区間差は有意とはなら

なかった（表ー10・A, B)。

なお，地域内順位相関係数を男女間で，求めたとこ

ろ収縮期血圧の 0.762を最高に表ー11のようになっ

ていた。負の相関は「からだ」指数について男女間に

みとめられた。

2. 年齢特性について

図ー 1から図ー 8までは鷹島町全体について男女別

に求めた体格，血圧，健康調査票の指数の平均値を年

齢ごとに表わしたものである。つまり，鷹島町の昭和

表ー11 地域内男女間の相関係数

身 長 I体 重 I BMI I収縮期血圧 I拡張期血圧 I脈 圧 Iからだ指数 1こころ指数 I総合指数

0.224 -0.229 I -0.245 0.762 0.403 0.301 -0.629 0.140 0.329 
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59年度横断的な調査結果であり，必要に応じて全国

平均値等3)4)8)9) も併記している。

体格は男女とも年齢変化が大きく，身長では男子

30歳代 168cm, 80歳代 152cm, 女 子 30歳代 151

cm, 80歳代 143cmとなっている。全国平均に比す

れば 40歳代で男女とも 4cm程度低い値となってい

る。

体重も同様に年齢変化が大きく若い世代が男子では

15 kg程度，女子では 8kg程度大きい。全国平均と

の比較によれば男子では 40歳代までは全国平均より

やや大が同等のものであり， 50歳代以降やや低い値

を示す。女子も全国平均に比すれば同様の結果であ

り， 50歳代以降も全国平均値と同程度のものである。

つまり体格全般については身長が低く，体重が大き

いという「ガッチリ」型として鷹島町の成人を代表す

ることができ，この点は身体充実度指数が男子では

30歳代 24.0,80歳代 21.5, 女子 40歳代 23.8,80歳

代 22.3と線型な年齢変化はあったとしても小さい点

にうかがうことができよう。

安静時血圧（収縮期・拡張期・脈差）のうち脈圧は

年齢増加とともに大きくなっており，これは男女いず

れについてもいえる点であって全国平均の年度変化と

も類似している。特に注意するのは男子に比べて女子

が全国平均でみた時より多少大きな値を示しているこ

とである。

「こころ」指数は年齢変化は顕著でなく，「からだ」

指数は若い世代が高く古い世代で低いという結果に

なった。

3. 生活要因の検討

調査時には 1, 2で検討したようにいくつかの身体

健康度の指標検査とともに各自の生活時間，生活行

動，食生活などについても併行して調査した。ここで

は鷹島町全体についてのこれらの比率の検討を記述的

に行い，推測学的に安静時血圧とこれらの要因の関係

を検討した。その結果を表ー12に概説的に示し，特

表ー12 生活要因の度数比率

・睡眠時間

① 7~8時間 33% ② 6~7時間 28% ③ 8~9時間 20% ④6時間未満 12% ⑤その他無答 7%

・仕事時間

① 7~9時間 40.2% ② 9時間以上26.8% ③ 5~7時間 15.8% ④5時間未満 15%

・休・ 日

①月 4回以上 35.4% ②無休 30.5% 月2, 3回 14.6% ④月 1回 13.4% 

・家族構成

①祖父母同居 42% ②夫婦と子 28% ③夫婦のみ 19% ④その他無答 21% 

・家事の分担

①自分一人で 50% ②人にまかせる 28% ③誰かと一緒に 22% 

・仕事上の無理

①ときどきする 43.1% ②していない 41.4% いつもしている 15.5% 

・仕事でからだを動かす

①多い 41.5% ②かなり多い 28% ③やや少ない 15.8% ④少ない 14.7% 

・仕事中の姿勢

①動き回る 30% ②中腰 28% ③立った仕事 24% ④座った仕事 11% ⑤その他無答 8%

・仕事上の問題

①時間が長い 48% ②時間が不規則 19% 重労働 11% ④その他無答 22% 

•最も大切なこと

①健康 61.2% ②家族のまとまり 10.7% ③収入•財産 9.3% ④仕事 6.5% ⑤その他 12.3% 

・現在の生活への満足度

①かなり満足 36.5% ②滴足 26.8% ③やや不満 25.5% ④不満 11.2% 
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に収縮期血圧の分散分析を行った結果でこれが最も高

いグループ，最も低いグループを指摘し多少の考察を

行った。

i)生活時間構造について

睡眠時間は 7時間までのグループの比率が 40%程

度となり，仕事時間は約 40%の者が 7,....__,9時間と回答

している。また休日が月 3回以内と答えたもの，およ

び，ほとんど無休とするのが各 30%みられた。これ

らの要因は収縮期血圧（以下SBP) と関係が深く，

仕事時間が多く，睡眠時間が比率的短く，休日も月あ

たり少ない場合に SBPが最低値を示した。無論，こ

れは相関関係のうちでは継時的な関係で論じられるも

のである。日頃の運動（身体活動）にも SBPとの関

係がみられ「ときたま」運動する群，および仕事，家

事でからだを動かすことが「多い」群でSBPは最低

値を示した。つまり活動性が高いと SBPは低いと考

えられる。

ii)家庭内の要因について

家族構成は三世代以上である場合が約 40%を上め，

夫婦のみが 15%, 夫婦と子供の構成が 25%になって

いる。家事は自分一人で行っている者が全体の半数以

上を占めている。また「仕事上の無理」をしているか

という質問については「いつも」「ときどき」無理を

しているというものが，全体の 65%を占め，「してい

ない」ものは 35%となっているが，「していない」場

合には SBPが他群に比べて有意に高い値を示した。

家族構成は SBPと関係が深く夫婦のみの場合は他群

に比べて SBPは最も高い値となっている。

i), ii) を総合すれば全体として仕事時間や相当

にからだを動かす仕事を一人ですることも多く，仕事

中心の生活で定期的な休暇設定にも無理をしていると

いう要約ができるのではないだろうか。かつまた SB

Pとの関係で無理ができない時は「他の家族」に負担

をかけた生活を送らねばならない状況にもある。

iii)仕事・作業上の要因

i), ii) と重複するが，仕事の内容は鷹島町全体

でみた場合，動きまわる場合，中腰の場合，立った仕

事，座った仕事など多様であり，最も問題になる点と

して「働く時間が長い」「時間的に不規則」などが回

答されている。

これらは SBPとの関係が特に高いものは見出せな

い。

iv)生活の目あてや生き甲斐について

現在の生活に満足しているかという質問について

第 8巻

は，満足と答えたものが 26.8%, かなり満足という

ものが 36.5%の割合でおり，全体で 63.3%のものが

「一応満足」と現在の生活を考えている。

さらに人生で最も大切なこととして一番目にあげた

項目は 61.2%のものが健康，次いで家族のまとまり

10. 7 %, 収入•財産 9.3 %, 友人・知人・親せきづき

合いなどが％程度となっており， 2番目に大切なこと

を含めて概括すると，主体的な健康が最も重視され，

次いで家族内の結びつきを中心としたものが考えられ

る。

なお個人の健康状態を自己評価した結果では「非常

に健康」「かなり健康」を合わせて 63%にのぽった。

v)食生活について

図ー 9は7食品群のそれぞれについて「非常によく

食べる」，「かなり食べる」，「余り食べない」までの尺

度で自己評価を行った結果を示したものである。これ

らを「よく」あるいは「かなり」食べると答えた者の

比率が多いものから順に列挙していくと，「野菜」＞

「動物性食品」＞「果物」＞「甘い物」＞「塩辛いもの」＞

「脂っこいもの」のようになる。

つまり鷹島町全体でみると，「野菜」「動物性食品」

などの摂取が相対的に高く，塩辛いもの，脂っこいも

のは相対的に余り摂取されていないということにな

る。これらのうち「野菜」「動物性食品」「塩辛いも

の」「脂っこいもの」は SBPとの関係が深く，動物

性食品を余り食べない場合や，塩辛いものを非常によ

く食べる者の SBPが他の群に比べて高い値を示すこ

とも指摘できる。

こうした連鎖的関係2)6)7)は単純に因果関係とすりか

えられやすいが，本来は栄養学の立場からの吟味が重

要であるし，特に他稿で論じられる鷹島町の栄養度診

断の結果（伊藤ほか：健康科学，第 8巻： 103-111, 

1986) を重視する必要がある。

IV. ま とめ

本報では鷹島町住民の基礎的な生活時間構造や生活

行動を知り，また基本的な身体的状況を知る目的で

40歳前後から 80歳代までに及ぶ住民の健康調査と生

活構造調査を行い，また二，三の身体的徴標と生活諸

要因との関連および地域差・年齢差について検討した。

(1)体格では体充実度や男子の体重に地域差が認め

られ，また年齢変化はいずれも顕著であった。特に体

充実度などで代表されるが，全体としては「ガッチリ

型」の体型であるといえよう。
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非常に食べる I かなり食べる

動物性食品（全体）

野菜類（全体）

甘いもの（全体）

脂っこいもの（全体）

果物（全体）

塩辛いもの（全体）

29.3% 

42.7% 

42.7% 

誓

61.0% 

37.8% 

56.1% 

15% 

9
%
 

7
 

35.6% 

51.2% 

22.0% 

36% 49% 

図 9 食品群別摂取状況

(2)収縮期・拡張期血圧，脈圧など血圧測定値には

地域差が認められ，特に漁港をもつ地区において低い

という結果が得られた。年齢変化も考えられ，特に脈

圧値については大きい年齢変化がみられた。また全国

平均値に比較すると男女ともやや高い値となった。

(3)休養や労働の面から生活時間と構造をみると

「睡眠時間も少なく，働く時間が長くて不規則である

こと」などの傾向がうかがわれた。

(4)生きがいやめあてについては，「健康」が最も

重視され，次いで「家族のまとまり」「収入•財産」な

どが大切と考えられている。

(5)食物については野菜や動物性食品の摂取が高

く，脂っこいものや塩辛いものなどは余り摂取されて

いない。脂っこいものを余り食べない群や塩辛いもの

を非常によく食べる群では収縮期血圧が相対的に高い

という結果が得られた。

いうまでもなく，地域差・年齢差が得られた場合も，

あるいは生活行動要因上の差も単一の主効果によるこ

とはまれであり，要因の系列性を中心に，多次元的に

健康度情報は分析する必要がある。
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附表 健康度質問表

問 1. では 1あなたの健康状態 Iについておたずねします。

日常生活での健康状態について次の23項目の質問があります。

あなたの日頃の健康状態を，そのすべての項目にお答えください。
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少し急I,,) で歩くと，動悸（胸がドキドキ）することがある…• •• …...... ……• • • •• ….... …... …• • • …... ・・・ 1

ものをかんだり，歯をみがいたりするとき，歯ぐきから出血することがある………………………… 1

かぜをひくことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
腹痛をおこすことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
人と話してし)て，会話が聞きとれなし)ことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・1
皮ふがかぶれることがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・1
仕事が十分にできなし)ことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
排便が不規則になることがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
仕事中にめまし)や立ちくらむことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
人づきあし)がうまくし)かなし)ことがある・・・............................................................................1 

通常の仕事で腰が痛むことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
寝つきや目覚めがよくなし)ことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
疲れのため， 肌のはりやつやがなくなることがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

仕事中に目が疲れることがある・・・ ···································••"·•··············································1

し)ろし)ろなことがすぐ不安になることがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
ものごとに，サッととりかかれなし)ことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
仕事のあと，からだが何となくだるくなることがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
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